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SAPIO昭和天皇特集が面白い！ 2009/01/29 21:01 

  
  

三万三千キロ二万人に声をかけら 

  

れた天皇の全国巡幸 

  

ＧＨＱを驚かせた占領下の「皇居 

  

勤労奉仕」誕生秘話 

  
今週のSAPIOは2月11-18日合併号で500円といつもより若干高いですが、表紙に「昭和天皇と私たち日本人の幸福な

日々」とあるように、昭和天皇特集で非常に見応えがありましたので、簡単に紹介致します。 

  
まず小林よしのりの「天皇論」三回目、「初めての皇居一般参賀で万歳！」は良く書けてるな～と感心しました。私は

最初のお出ましに出かけたわけですが、印象はこの漫画の通りでした。となりの老夫婦が見えないというので私は「ご

主人に肩車して貰った方がよいですよ」と言ったのですが、同じような描写がありますし、天皇陛下万歳のきっかけも

正にその通りでした。 

  

 

天皇陛下が「お手植え」になられる恒例の全国植樹祭は、昭和25年、「（戦後の）荒れた国土に

緑の晴れ着を」を合い言葉に始まった国民的行事。昭和天皇と国民が接する数少ない機会でもあ

った（昭和50年、滋賀県で開催された26回植樹祭）写真小学館「女性セブン」 

  
もっと驚いたのが、皇居の勤労奉仕の記述があり、これについては高森明勅氏が非常に詳しく書かれていたので大変

勉強になりました。というのは、私も帰路で経験者が友人にこの話を詳しくしているのを聞いていて、「へえ～、調べ

てみようかな」と思っていた矢先だったらです。あの広い皇居を日本国民の勤労奉仕で維持してきたなんて、素敵な話

だと思います。 

  
小誌は、いまマスコミを賑わす現在の皇室のあれやこれやをあえて取り上げることはしない。そうではなく、天皇と国
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タグ： 昭和天皇  全国巡幸  勤労奉仕  小林よしのり  SAPIO  高森明勅  新年参賀   

民が最も幸福だった時代、戦後の昭和天皇を振り返ることで「日本人と天皇制」のありかたを、読者と共にあらためて

考えてみたいと思うのだが、いかがだろうか。これは特集に当たっての編集部の言葉ですが、非常に共感致します。よ

ろしかったら是非ご購入の上お読み下さい。 

  

【新シリーズ】歴史を振り返れば現代が見える 

第２弾 昭和天皇と私たち日本人の幸福な日々 

  

【巻頭言】「公平無私の上御一人は私にとって命がけでお守りする存在でした」／寛仁 親王

【戦後】国民の心を抱きとめ、慈しみ、祈る「記憶の王」昭和天皇の「畏るべき」姿／ 松本健一 
【激励】足掛け８年半で３万３０００キロ ２万人に声をかけられた焼け跡の中の全国 巡幸／松崎敏弥 
【皇居清掃】ＧＨＱを驚かせた占領下の「皇居勤労奉仕」誕生秘話／高森明勅 
【会見秘録】マッカーサーが「思わずキスしようとした」ほど興奮した昭和天皇「男子 の一言」／本誌編集部 
【天覧試合】長島茂雄サヨナラホームランの奇跡は天皇ご退席の３分前に起きた／本誌 編集部 
【和歌】御製１万首に打ち響く歌人天皇の「おもひ」と「しらべ」／岡野弘彦 
【エピソード】ユーモアと感動に満ちた昭和天皇「五つの佳話」／加瀬英明 
【素顔】陛下はどんなときにご機嫌を損ねられたか／本誌編集部 
【食生活】「焦がすな」「捨てるな」「腐らすな」が御所の厨房の三大原則だった／工 藤極 
【祭祀】「神事優先」の伝統を重んじる陛下は「宮中祭祀の簡略化」に反対だった／斎 藤吉久 
【ワイド】我が心の昭和天皇 
 「柔道は骨が折れますか？」事件の真相／山下泰裕  
 陛下の自然体のご威光を受けながら日本は驚異の復興を遂げた／平沼赳夫  
 歴代最も傑出した文人天皇のお言葉「雑草という名前の草はない」／井沢元彦  
 日本中が一つの気持ちになった「大喪の礼」の舞台裏／石原信雄 
 小林よしのり『天皇論』ゴーマニズム宣言スペシャル 第３章 初めての新年一般参  賀  
  

 
昭和60年4月28日、勤労奉仕の人たちにお言葉を述べられる昭和天皇と香淳皇后（18頁）。 
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2009/01/29 21:37Commented by 八目山人 さん 
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母は、昭和５０年代だったと思いますが、皇居の清掃に行きました。確か恩賜

の煙草を貰ってきて、父にあげていました。 
祖母は昭和天皇と同い年（明治３４年）で、もう恋人みたいでしたね。皇室アル

バムは、テレビの前に正座して、毎週欠かさず見ていました。 

 
近くのバラ園に天皇皇后両陛下がお立ち寄りになった時は、近所の人は総出で見に行き

ました。 

 
小字１３軒の内半数には、明治天皇、大正天皇、昭和天皇、今上陛下の正装或いはご一

家の家族写真が飾って有ります。  

 

2009/01/29 23:32

Commented by 花うさぎ さん 

To 八目山人さん こんばんは。 
 
>母は、昭和５０年代だったと思いますが、皇居の清掃に行きました。確か恩

賜の煙草を貰ってきて、父にあげていました。 

 
素晴らしい母上だったのですね。 

 
>祖母は昭和天皇と同い年（明治３４年）で、もう恋人みたいでしたね。皇室アルバムは、

テレビの前に正座して、毎週欠かさず見ていました。 

 
うわ～、これも凄いです。 

 
>近くのバラ園に天皇皇后両陛下がお立ち寄りになった時は、近所の人は総出で見に行

きました。 
>小字１３軒の内半数には、明治天皇、大正天皇、昭和天皇、今上陛下の正装或いはご

一家の家族写真が飾って有ります。 

 
参りました(^^；。こうした方々が日本の皇室を守ってきたのですね。素晴らしい話をあり

がとうございました。  

 

2009/01/30 01:43

Commented by すずめめだか さん 

”扶桑皇統記図会”という天武天皇から後醍醐天皇の御世を物語風に女子供

用に読みやすくした、大正４年に刊行された本を読んでいます。 
絵は北斎など浮世絵の名だたる絵師が描いており素晴らしいですよ。 

 
これによるとどの天皇も国民の安寧を願って祈ることまず第一、日照りや疫病による国民

の困窮は天皇自身の行いに不徳が有りその為に災いが起きたと自己反省されます。 
この様子は昭和天皇や今上陛下の姿や行いから容易に連想できました。 
それゆえ小説といえども事実の上にある物語なんのでしょう。  

 

2009/01/30 03:14

Commented by lovejapan さん 

さっそく購入して読んでみようと思います。 
ご紹介ありがとうございました。   

2009/01/30 07:27Commented by 花うさぎ さん 

To すずめめだかさん おはようございます。 
 
>”扶桑皇統記図会”という天武天皇から後醍醐天皇の御世を物語風に女子供用に読み

やすくした、大正４年に刊行された本を読んでいます。 
>絵は北斎など浮世絵の名だたる絵師が描いており素晴らしいですよ。 
 
凄い本を読んでいるんですね(^^)。 
 
>これによるとどの天皇も国民の安寧を願って祈ることまず第一、日照りや疫病による国

民の困窮は天皇自身の行いに不徳が有りその為に災いが起きたと自己反省されます。 

 
ええ、宮中祭祀の多くが国家国民のための祈りですから。 

 
>それゆえ小説といえども事実の上にある物語なんのでしょう。 
 
そう思います。天皇陛下・皇室は日本が世界に誇る伝統文化そのものですね。  
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2009/01/30 07:28Commented by 花うさぎ さん 

To lovejapanさん おはようございます。 
 
>さっそく購入して読んでみようと思います。 

 
もし、参考になったら幸いです(^^)。  

 

2009/01/30 07:54

Commented by yuuitirou さん 

日本人は、このありがたくて真面目な元首を頂いているという幸せに感謝しな

いといけませんね。   

2009/01/30 08:39Commented by 花うさぎ さん 

To yuuitirouさん おはようございます。 
 
>日本人は、このありがたくて真面目な元首を頂いているという幸せに感謝しないといけ

ませんね。 

 
本当です。神武天皇以来一二五代、万世一系の天皇陛下の存在は世界のどの国も真似

の出来ない「奇跡」のような存在ですから(^^)。 
 
絶対に皇室の伝統を破壊しようとする勢力を許してはならない、と思います。  

 

2009/01/30 10:23Commented by 博士の独り言 さん 

こんにちは 

 
 祖族の縁により、先帝陛下には幼い頃から幾度となく拝謁いたしました。死んでもブレな

い私の原点がここにあります。 

 
 花うさぎさんのご活躍をお祈りします。 

 
博士の独り言  

 

2009/01/30 14:34Commented by 花うさぎ さん 

To 博士の独り言さんこんにちは。 
 
これはコメントをありがとうございます。 

 
> 祖族の縁により、先帝陛下には幼い頃から幾度となく拝謁いたしました。死んでもブレ

ない私の原点がここにあります。 

 
ご縁とはいえ、それは素晴らしい体験をされたのですね。ある意味、非常にうらやましい

です。 

 
> 花うさぎさんのご活躍をお祈りします。 
 
恐縮です。ブログをはじめて「博士の独り言」さんの凄さが実感できました。願わくば総合

ランキング一位になっていただいて、より多くの人にこの国の現状を知って欲しいと願って

います。 

 
くれぐれもご健康に留意され、ますますのご活躍を祈念しております。  

 

2009/01/30 17:14Commented by 出羽之守 さん 

花うさぎさんの国を思う心にいつもうたれています。 
ただ今日は「天皇制」なるいい方をされたのが意外でした。 
天皇制はコミンテルンが日本共産党に打倒すべきものとして指示した３２年テーゼで初め

て使われたタームで、「皇室伝統」と言い改めるべきであると谷沢永一さんがしつこく書い

てます。 
私もこちたい議論よりも、我が国に天皇陛下がましますことをOO制と人為的制度のごとく

解するむきには非常な違和感があります。  

 

2009/01/30 19:17Commented by 花うさぎ さん 

To 出羽之守さん こんばんは。 
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>ただ今日は「天皇制」なるいい方をされたのが意外でした。 
 
誤解があるようですが、 

 
＞戦後の昭和天皇を振り返ることで「日本人と天皇制」のありかたを、読者と共にあらた

めて考えてみたい＜ 

 
この部分はSAPIO編集部の言葉で、私は引用したにすぎません。 
 
>天皇制はコミンテルンが日本共産党に打倒すべきものとして指示した３２年テーゼで初

めて使われたタームで、「皇室伝統」と言い改めるべきであると谷沢永一さんがしつこく書

いてます。 
>私もこちたい議論よりも、我が国に天皇陛下がましますことをOO制と人為的制度のご

とく解するむきには非常な違和感があります。 

 
この辺は全く出羽之守さんと同じ思いですよ。  
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